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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 13,596 9.9 210 276.1 172 308.0 25 352.9
22年3月期第2四半期 12,376 ― 55 ― 42 ― 5 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 1.30 ―

22年3月期第2四半期 0.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 26,888 14,802 55.1 760.77
22年3月期 24,212 15,011 62.0 771.39

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  14,802百万円 22年3月期  15,011百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,650 2.4 360 45.4 310 44.2 100 △1.1 5.14



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につきましては、３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情
報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 19,587,349株 22年3月期  19,587,349株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  130,608株 22年3月期  127,145株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 19,458,206株 22年3月期2Q 19,462,485株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長を背景に輸出が持ち直し、政府の経済対策

効果もあって、企業収益は緩やかな回復傾向が続きましたが、一方では雇用・所得環境の不安は解消せず、円高と

デフレの定着、更には、経済対策効果の一巡などで、景気の持続的回復への懸念も増し、引続き厳しい状況が続き

ました。 

 当社グループの関係業界におきましても、電機・電子や自動車などの業界では緩やかながら需要が持ち直しまし

たが、製紙などの業界では需要は依然として低調なレベルに留まりました。 

 このような情勢下、当社グループは本年４月から新たな「三ヵ年中期経営計画」をスタートさせ、継続した経営

基盤強化の活動と、当社独自の技術を生かした成長戦略に沿ってグローバルな展開を継続実施し、業績の改善と企

業価値の向上に取り組んできました。その結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は135億9千6

百万円（前年同四半期比9.9％増）、営業利益は2億1千万円（前年同四半期比276.1％増）、経常利益は1億7千2百

万円（前年同四半期比308.0％増）、四半期純利益は2千5百万円（前年同四半期比352.9％増）となりました。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

 [高機能材料事業]  

 高機能材料事業は、関係する電子部品業界や自動車部品業界での需要の持ち直しが続いたことに加え、きめ細か

な拡販活動と新たな需要開拓による成果も出始めたことで、一時の落込んだ状況からは回復してきました。しかし

ながら、当四半期の後半においては、関係業界での景気先行きの不透明感が強まり、需要の停滞が見られるように

なりました。その結果、当事業全体の売上高は98億3千1百万円（前年同四半期比15.3％増）、営業利益は2億7千8

百万円（前年同四半期比120.8％増）となりました。  

  

（主な製商品群の概況） 

  

 [環境材料事業]  

 環境材料事業は、製紙業界向け製商品の拡販と新規需要の開拓に鋭意努めてきましたが、当該業界各社が紙需要

の低迷から紙の減産を継続したこと、更には、販売製商品における競合他社との競争が一段と激化したため、非常

に厳しい市場環境下で推移しました。その結果、当事業全体の売上高は33億5千1百万円（前年同四半期比2.5％

減）、営業利益は3千9百万円（前年同四半期比42.0％減）となりました。 

  

（主な製商品群の概況） 

  

 [その他の事業]  

 その他の事業は、主体の食品材料が、個人消費の低迷が続いていることや、円高・デフレの定着で販売価格の値

下げ圧力も更に強まったことで、引続き厳しい市場環境のもとで推移しました。そのような状況下で、顧客に密着

した拡販活動に鋭意努めた結果、当事業全体の売上高は4億1千3百万円（前年同四半期比0.6％増）、営業利益は6

千8百万円（前年同四半期比9.7％増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）  

コーティング製品 
新たな需要開拓による成果もありましたが、携帯電話、HDD等の電子機器関連需要の

回復伸び悩みと、設計・複写用途需要が大きく落込み、4.0％の減収となりました。 

高機能樹脂製品 
自動車部品業界向け需要が一昨年後半からの大きな落込みから堅調に持ち直し、更に

は、家電小型モータ用途等への拡販にも努めた結果、28.2％の増収となりました。 

電子材料 
電気・電子機器関連材料の販売が、需要の持ち直しと継続した拡販努力で回復した結

果、一部の商品ビジネス終了による減収を補って、28.1％の増収となりました。 

機能性樹脂 
回路基板や家電製品向けの樹脂需要が、政府の経済対策とも相まって緩やかに回復し

てきた結果、10.0％の増収となりました。 

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）  

ファインケミカルズ 
製紙業界での減産継続による需要の落込みと、競合他社製品との競争激化のため、当

社の新規オリジナル製品の拡販も十分には浸透せず、18.0％の減収となりました。 

製紙用化学品 
引続く需要低迷のなかで、紙塗工用バインダーについてはナフサ価格に連動した価格

値上げの浸透に努めた結果、全体では、1.0％のわずかな増収となりました。  
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①  資産・負債及び純資産の状況 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、268億8千8百万円となり、前連結会計年度末と比較して26億7千6百万

円の増加となりました。これは主に、有価証券が15億円減少したものの、現金及び預金が35億9千6百万円、建設仮

勘定が8億7千1百万円それぞれ増加したことによるものです。 

 負債については、120億8千6百万円となり、前連結会計年度末と比較して28億8千5百万円の増加となりました。

これは主に、繰延税金負債が1億円減少したものの、長期借入金が30億円増加したことによるものです。 

 純資産については、148億2百万円となり、前連結会計年度末と比較して2億9百万円の減少となりました。これは

主に、為替換算調整勘定が1千7百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が1億5千3百万円、利益剰余金

が7千2百万円（2千5百万円の四半期純利益の計上、9千7百万円の剰余金の配当による減少）それぞれ減少したこと

によるものです。 

  

②  キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して、20億9千6百万円増加して、84億9千7百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、3億3千5百万円の資金増加（前年同四半期は7億4千万円の資金増加）と

なりました。その主な要因は、減価償却費を3億3千5百万円計上したこと、売上債権が1億5千2百万円減少したこ

と、及びたな卸資産が2億2千1百万円増加したことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動によるキャッシュ・フローは、11億2百万円の資金減少（前年同四半期は3億2千3百万円の資金減少）と

なりました。その主な要因は、有形固定資産の取得として9億6千2百万円支出したこと、及び無形固定資産の取得

として1億4千8百万円支出したことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動によるキャッシュ・フローは、29億2百万円の資金増加（前年同四半期は9億5千2百万円の資金増加）と

なりました。その主な要因は、長期借入金の借入れを30億円実行したこと、短期借入金の借入れを5億円実行した

こと、及び長期借入金の約定返済により5億円支出したことによるものです。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年10月29日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  （固定資産の減価償却費の算定方法） 

    減価償却の方法として、定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。 

２．特有の会計処理 

  該当事項はありません。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更 

  （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ544千円、税金等調整前四半期純利

益は57,898千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は62,396千円で

あります。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,497,623 4,901,048

受取手形及び売掛金 8,399,692 8,555,318

たな卸資産 1,746,215 1,527,545

その他 288,896 1,736,975

貸倒引当金 △12,700 △13,637

流動資産合計 18,919,727 16,707,251

固定資産   

有形固定資産 5,096,072 4,444,299

無形固定資産 249,000 203,258

投資その他の資産   

投資有価証券 1,242,867 1,496,200

その他 1,868,158 1,882,556

貸倒引当金 △487,293 △521,055

投資その他の資産合計 2,623,732 2,857,701

固定資産合計 7,968,805 7,505,259

資産合計 26,888,533 24,212,510

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,276,358 4,327,716

短期借入金 1,000,000 500,000

未払法人税等 99,155 36,090

賞与引当金 157,174 151,000

その他 405,374 1,000,030

流動負債合計 5,938,063 6,014,837

固定負債   

長期借入金 5,600,000 2,600,000

退職給付引当金 376,031 381,945

役員退職慰労引当金 41,097 35,447

資産除去債務 62,529 －

その他 68,642 168,851

固定負債合計 6,148,300 3,186,243

負債合計 12,086,363 9,201,081
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,115,224 5,115,224

資本剰余金 4,886,268 4,886,268

利益剰余金 4,792,965 4,865,041

自己株式 △43,958 △43,186

株主資本合計 14,750,499 14,823,347

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 91,904 244,999

繰延ヘッジ損益 △273 246

為替換算調整勘定 △39,960 △57,164

評価・換算差額等合計 51,669 188,081

純資産合計 14,802,169 15,011,429

負債純資産合計 26,888,533 24,212,510
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 12,376,287 13,596,104

売上原価 10,902,912 11,950,827

売上総利益 1,473,375 1,645,276

販売費及び一般管理費 1,417,489 1,435,087

営業利益 55,885 210,189

営業外収益   

受取利息 9,037 4,085

受取配当金 12,742 15,198

その他 19,014 5,461

営業外収益合計 40,793 24,745

営業外費用   

支払利息 31,442 27,961

債権売却損 4,062 3,601

為替差損 15,426 26,206

その他 3,370 4,257

営業外費用合計 54,301 62,027

経常利益 42,378 172,907

特別利益   

固定資産売却益 － 1,382

投資有価証券償還益 26,637 －

貸倒引当金戻入額 － 34,698

特別利益合計 26,637 36,081

特別損失   

固定資産売却損 1,749 23,048

固定資産除却損 13,335 1,060

投資有価証券評価損 5,000 1,108

投資有価証券償還損 8,503 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 57,354

特別損失合計 28,588 82,571

税金等調整前四半期純利益 40,427 126,416

法人税、住民税及び事業税 22,080 82,767

法人税等調整額 12,777 18,424

法人税等合計 34,857 101,192

少数株主損益調整前四半期純利益 － 25,224

四半期純利益 5,569 25,224
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 40,427 126,416

減価償却費 324,266 335,634

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,695 △34,698

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,000 6,185

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24,161 △5,913

受取利息及び受取配当金 △21,779 △19,283

支払利息 31,442 27,961

固定資産売却損益（△は益） 1,749 21,665

固定資産除却損 13,335 1,060

投資有価証券評価損益（△は益） 5,000 1,108

投資有価証券償還損益（△は益） △18,133 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 57,354

売上債権の増減額（△は増加） △1,725,973 152,962

たな卸資産の増減額（△は増加） 693,536 △221,530

仕入債務の増減額（△は減少） 1,163,295 △43,979

その他 39,298 △25,429

小計 533,997 379,514

利息及び配当金の受取額 22,665 18,480

利息の支払額 △31,550 △30,250

法人税等の支払額 △23,721 △35,820

法人税等の還付額 238,875 3,171

営業活動によるキャッシュ・フロー 740,267 335,096

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △324,138 △962,026

有形固定資産の売却による収入 180 8,244

無形固定資産の取得による支出 － △148,314

投資有価証券の取得による支出 △607 △3,063

株式売却代金の回収による収入 － 33,000

その他 1,244 △30,324

投資活動によるキャッシュ・フロー △323,321 △1,102,485

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 50,000 500,000

長期借入れによる収入 1,200,000 3,000,000

長期借入金の返済による支出 △200,000 △500,000

自己株式の取得による支出 △427 △771

配当金の支払額 △97,411 △97,206

財務活動によるキャッシュ・フロー 952,160 2,902,021

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,776 △38,058

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,382,883 2,096,575

現金及び現金同等物の期首残高 5,044,898 6,401,048

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 88,424 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,516,206 8,497,623

8

ソマール㈱　8152　平成23年3月期　第2四半期決算短信



 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 日本の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
高機能材料 

事業 
（千円） 

環境材料
事業 

（千円） 

その他の
事業 

（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  8,528,134  3,437,612  410,541  12,376,287  －  12,376,287

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

  計  8,528,134  3,437,612  410,541  12,376,287  －  12,376,287

 
営業利益又は 

営業損失（△） 
 126,302  67,563  62,673  256,539  △200,653  55,885
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経 

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は「メーカー機能」と「商社機能」を併せ持つ企業として、両機能の一体化によるシナジー効果を追 

求し、顧客ニーズを迅速に把握しつつ、自社製品開発に活かしていく事業活動を展開しております。 

  従って、当社は会社組織の事業部門を経営管理上の区分と位置付けており、「高機能材料事業」「環境材 

料事業」を報告セグメントとしております。 

  「高機能材料事業」は高機能樹脂製品、コーティング製品、機能性材料、電子材料、「環境材料事業」は 

ファインケミカルズ、製紙用化学品の製造販売及び仕入販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品関連素材の輸入販売等を含 

んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主 

な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

（単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計高機能材料
事業 

環境材料
事業 

計

売上高  

外部顧客への売上高  9,831,319  3,351,663  13,182,983  413,120  13,596,104

セグメント間の内部売上高      
又は振替高 

 －  －  －  －  －

計  9,831,319  3,351,663  13,182,983  413,120  13,596,104

セグメント利益  278,864  39,153  318,017    68,728    386,746

（単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  318,017

「その他」の区分の利益  68,728

全社費用（注）  △176,557

四半期連結損益計算書の営業利益  210,189

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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